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　前回私は吉田肉腫の皮下移植とその切除実瞼の
経過をポt一一ラログラフ似下P）的に観察して，本
法の診断的憤値，特に予後判定に資しうる点につ
いて報告1）した。
　今回は最近悪性唾瘍治療の日的で使用される数
種の藥物及びレ線照射が，吉田肉腫の移植実瞼に
輿える影響をP的に調査し，細胞学’Iな知見との
関係を追求したのでこれを報告する。
実験方法
　1）120～150gのWistar系ラツテを約1箇月閏既報
の如く一定食餌で飼育し，これに吉田肉腫腹水0．1ccを腹
腔内に注入し，2日目に探血して，P反慮の陽縛を確認し
た後，それぞれ下記藥物を腹腔内に注入した。その後表示
の如き間隔で探血して，P反慮を行い，同時にそあ腹水の
系朗包学的所見をギームザ染色によって調べた。
　2）各種藥物及びレ線の使用法としては，ナイトロミン
は1回1mg宛毎日8i：i問総量8mg使用。ウレタンは1回
20　mg宛8日岡連続注入し，総量160　mg使用。コルヒチ
ンは1回0．03mgを8日間連続注入し，総量0．24　mg便用。
なおレ線は1回100γ宛腹壁に6日間連続照射し，総量
600γを以て中止した。
　3）P反鷹の術式，列宛法，及び装置等は既報2）のとお
りである。
　　　　　　　　　実験成績
　1）本実瞼に際してのうツテの血清P波高の棄却限界
はWI：19．9±11．0，　WTI　：　20．0±12A，すなわちその上界は
WI：30．9，　WII：32．4である。
　2）ナイトロミンの影響をP的並びに細胞学的に観察
した結果は第1表の如くである。
　即ちラツテの腹水移植後2日目における血滴P反磨は
全例陽性を示し，また細胞学的にも腹水申にはすでに，い
わゆる第1期型腫瘍細胞の旺盛な増殖がみられる。ナイト
ロミン腹腔注入後1週問目の腫蕩細胞は急激に減少を示し，
それと同噂に分裂進行の阻止されたためと考えられる巨大
細胞（いわゆる第3期型に相当する如き）の出現が圧倒的
で，一部には分裂像を残し，変性，破壊が認められ炎症性
反応としての細胞出現も軽度に見られる。この時のP反鷹
は2日目のそれよりむしろ高い傾向にある。14日目には脛皇
瘍細胞は殆ど第3期型の穎粒の散乱し，如何にも変性傾向
の強い，核の色も淡く，一部細胞質の融解した巨大型のみ
認められ，特にその数は第1，3例では極めて少なく，第2，
4，0「例ではなお比較的多くみられる状態である。殊に前者
では染色体の散乱，凝集等が後者に比べて弼量く炎症性反鷹
工）　柴田　：　ホL　lbMb醗酵　5，　320　（1954）． 2）柴田・他二札幌医誌3，161（昭27）．
386
b巻6号 柴田一Polarographyによる癌反顧X 387
　　　　　第1表　　吉田肉腫腹腔口移三諦瞼におけるナイトロミン使用時のP反山下績
吉田肉腫腹水注入　ナイトロミン注入
　　　　　　i　　　“
No
1
2
3
4
5
Pw ????
綿：1
??
WI
Wir
WI
W工工
19．5
20．0
25．0
26．0
22．0
23．0
2日目
36．5（ナ）
37．0　C＋）
35．0（十）
36．5　C＋）
43．0　C＋）
43．5　C＋）
38．0　C＋）
38．5（ナ）
WT．　1　20．0　1　b’5．0　C＋）
WIエi22．0　36．0（十）
　　　　　　　l　　　　　　　　T．Z　（一＋）
　　　　　　　ERZ出主要系皿月包像　　i遅Iit（＋）
　　　　　　　」
　　　　　　　1
70目
38．0　C＋）
39。5（＋）
53．5　C＋）
57．0　C＋）
45．0　C＋）
46．0（十）
55．0（十）
56．0　C＋）
31．5（ナ）
30．5　C＋）
T．Z　C＋）
ERZ　〈”）
RZ（＋）
Deg　C＋）
KRS　C＋）
寧日目
17．5　（一）
21．0　（一）
48．0（＋）
48．5　C＋）
30．0　（一）
31．0　（一）
51．5（ナ）
54．0（十）、
20．5　C一）
23．5　CO
21日目
↓↓????
45．0　（．＋）
47．5　C＋）
12．0　（一）
15．0　（一）
48．0　C＋）
50．5（＋）
9．0　（一）
13．0　（一）
鐡能鴇
RZ（ナ）lRZ（ナ）
Deg　C＋）　1　Deg　C＋）
KRS　C＋）　1　KRS　C＋）
28H目
15．0（一う
17．5　（一）
??
18．0　（一）
19．0　（一）
??
15．0　（一）
16．5　（一）
T．Z（手）
ERZ（什）
RZ（ナ）
Deg　（±）
KRS　（．＋）
35日目
21．0　（一）
23．5　（一）
18．5　（＝）
18．0　C一）
42口目
22．0　C一）
22．5　（一）
20．0（一ラ
21．5　（一）
490目
19．5　〈一）
20．0　（一）
23．0　（一）
25．0（一う
g．o（一）　1　20．o（一）　i　23．sc一）
　　　1馴一）1．23・0（『）2生0（→
T．Z　（一）
ERZ　C一）．
T．Z　C一）
ERZ　（一t）
T．Z　（一）
ERZ　〈，i＋｝
56日目
18．5　（一）
20．0　｛一）
19．5　C一）
20．0　（一）
20．0　C一）
22．5　（一）
韓帰
??
??
??
??
??
T．Z　｛一）
ERZ　cH）
TZ：腫瘍細胞
Mit　：　　分裂・像
Deg：　腫蕩細胞変性像
も次第に増強している。一方P反応の上では第1，3，5例
はすでに陰性化し，第2及び4例は依然陽性を示している。
21日目にも犬体同型の腫癌細包が少数に認められるが著明
に減少し，第2，4例についても次第に変性，壊死が強くな
っている。P反磨は第1，3，5例のみが陰性であるが，第2
及び4例ではなお陽性で遂に二上後に死亡した。第1，3及
び5例ではその後8制目まで生存し，　波高は陰性で4～5
週目より腫瘍細胞は見られず，反勝田系肛1胞のみとなった。
即ち2例は死亡し，3例が完全治療を示した。
　3）次ぎにウレタンの影響をP的，並びbこ細胞学的に槍
討したところは第2表の如くである。移植2日目のP反慮
及び細胞学的経過は先きの場合と私田である。これにウレ
タンを1週間腹腔内に注入した後のP反目もナイトロミン
の時と同様波高は第2日目に比し一層と上昇を示している’
が，腫瘍細胞の減少傾向はみられず，変性は極めて軽く，
大小不同の細胞を混えて大体第2期型で，炎症性反慮も軽
度である。　第2週目にはP反晦はいずれもさらに高度と
なり，腫瘍紬胞もあまり数の変動は見られず，依然分裂系
を有し，炎症性反慮も強くみら才しない。第3週目には第4
例は死亡し，他の3例は何れも依然高い波高を示している。
しかし腫瘍細胞は次第に減少し，穎粒の散乱してひろがっ
た原形質の融解や，繰核像が多くなお，』核も色調を失い染
RZ　＝　巨大系皿胞
KRS：　核崩壊
ERZ：　反慮性細胞
第2表吉田肉腫腹腔内移植実瞼における
　　　ウレタン使用時のP反1謄i成績
　　　　ウレタン注入
　　　　　　　，
No　Pw
1
2
Wr
WTI
??
?﹇????
4
????
前　2日目　7日目
23．0
23．5
24．0
24．5
23．5
24．0
25．0
26．0
主要細胞像
38。0（＋）
39．5（＋）
36．0（ナ）
38．0　C＋）
33。0（＋）
36．0　C＋）
41．0　（＋）
42．0（＋）
TZ（冊〕
ERZ（＋♪
Mit（ナ）
49．0（＋）
51．0（ナ）
50．0（十）
54．0　C＋）
51　．0　C＋）
55．0（ナ）
47。0（＋）
47．5　（＋．）
T．Z〔鋤
ERZ　（±）
Mit（ナ）
Deg（上）
14日目　21H目
63．0　C＋）
64．0　C＋）
60．0（＋〕
61．0（＋）
58．5（＋）
60．0（＋）
55．0　（＋．）
56．5（十）
63．5　C＋）
64．5（＋）
62．0　（＋）
63．5（＋）
60．0　（＋）
60．5（＋）
??
軸帰
??
??
??
??
　　　　TLZ㈹1T」Z（±）
ERZ（±）IERZ㈹
KRS（＋）：RZ　（＋）
Mit（＋），　I　KRZ（＋）
RZ（t）1Deg（＋）bVe－g（kij］
色度が悪い。また炎症反慮もやや弾い。しかしこれらの3
例も第4週目にはすべて死亡らわずかに生命の延長を認
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めるかの如くであるが無論完全治癒を営まず，これはP反
慮の上からも明かであった。
　4）次ぎにコルヒチンによる影響をP的，並びに細胞
学的に調査した。即ち第3表の如く，移植後2日目のP反
鷹，並びに腹水所見は前述同様であるが，コルヒチン使用
第3表吉田肉腫腹腔内移植実景における
　　コルヒチン使用噂のP反磨成績
　　　　コルヒチン注入
　　　　　　　・
No
1
2
Pw
W冗
WIエ
Wエ
WTT
?
23．0
24．5
25．5
26．0
主要細胞像
2日目　7日目
51．0（＋）
55．0（十）
45．0　（＋）
47．0　（一1一）
T．Z　Cnt）
ERZ　（±）
Mit（＋）
48．0　（一j一）
47．0　（十）
35．0　（一F）
37．5（＋〕
T．Z　（t一）
ERZ　（＋F）
Deg（＋）
KRZ（＋）
Mit仕）
・馴・朋
44．o　（＋）　1　3s．s　c＋）
46。0（＋）
50．0（＋）
51．0（十）
39．0（＋）
39．0（＋）
42．5（＋）
輔帰
T．z　（ti）
ERz　e“・）
Deg　（H一）
KRZ（＋）
??
??
T．Z　（rp）
ERz　eff）
Deg　（”）
KRZ（＋）
後口1週目のP捕鯨は陽性の範囲ではあるが，やや低下を
示す。腫瘍端脳は減少しパ変性像が割合著明で，核の散乱，
凝集或いは裸核像を認め，分裂系も減少傾向を示す。第2
週目のP配慮も陽性を示すが腫瘍細胞はますます減少し，
反慮性に七二が増殖し，腫瘍紬胞は原形質の融解核の破壌
が著明である。第3週目にもなおP反鷹は陽性であり，腫
瘍細胞は次第に減少し乍らもなお獲存し，大体2週目の細
第4表　吉田肉1匝腹腔内移植酒田における
　　　　レ線照射時P反慮成績
　　　　　レ線照射前、
　　　　　　　・
胞像よりも一暦変性度が強く，輩球も増殖しているが，そ
の後上4週には全例死亡した。
　5＞一方レ線治療による吉田肉腫の曲窪については第4
表の如く，　移植第2日目のP反鷹は陽性で腫癌組胞も型
の如く増殖を認めた。レ線治療開始後1週岡目には腫瘍紬
胞の減少と，これに俘なう原形質の融解，染色体の凝集，
散乱が著明となり，輩干反慮も軽度に認めるが，P反鷹は
陽性である。第2週目の細胞像は前週よりさらに減少，醐
壌，変性傾向を擁すとともに炎症性反慮のより増強を認め
るが，P反鷹は依然陽性で，第3週目にはP反鷹は前週
と同程度の陽性のままで死亡した。
No
1
2
3
Pw
????
WT
WI丁
WT
WTI
前　2日目
24．0
26．0
22．0
25．0
26．0
2ZO
46．0（＋）
4S．O　（＋）
49．0（＋）
50．0　（＋）
40．0（＋）
39．5（＋）
主要糊包丁
’T．Z（冊〕
lERZ　（一躍）
！Mit〔＋）
7日目
45．0　（＋）
ca．o　（＋）
44．0（十）
44．5　（＋）
51．0　（＋）
50．5　（＋）
T：Z　（一F）
ERZ　（一）
KRZ（＋）
Deg　（＋）
Mit　（±一〉
14日目
43．0（十）
45，5（＋）
45．5（＋）
47．0（＋）
46．5（＋）
48．5（＋）
T．Z（＋）
ERZ紛KIRZ（＋）
Deg←り
21日目
46．0（十）
47．0　（一1一）
46．5　（＋）
48．O（＋）
46．5（一り
47．0　（＋）
1博帰
??
??
??
T．Z国
ERZ　（H）
Deg（＋〕
K：RZ（・卜）
　　　　　　　　　憶病並びに考按
　以上私は前罪の皮下腫瘍切除実勢に引きつづき，各種化
学療法剤（ナイトロミン，ウレタン，コノレヒチン〉及びレ
線の吉田肉腫に対する発育抑制ないし治療効果がP的に
如何なる経過をとるかを観察し，予後診断上の償値につい
て訓聾した。無i論それぞれの治療効果をあげるための時間
的量的考慮は今回の実瞼の主眼ではないので，その投興な
いし加療の：方法については大体文献上適当と思われる方法
を踏襲した。
　ナイトロミンの吉田照隠に対する抑制効果に関してはす
でに，吉田lh，小林4），田叛5）等を始め詳細に研究されてい
るが，私もこれ等；の報告と全く一致した腫瘍細胞の変化を
認めるとともに完全治癒した3例について第2週目以後P
反慮は完全に陰性化し，8週目以後もなお生存している。
これに対しP反慮が3週目にもなお陽性であった2例は
系朗包子の上でも腫瘍毒婦を多く残し治癒に至らずして死亡
した。
　しかも腹水の田野像とP反態の推移とを比べると，腫
瘍細胞が変性，穰死像を呈し乍らも多少残存している第2
週目において．すでにP反慮は陰性となり，続いてこの何
れもが治癒に赴いたことは注目すべきであろう。この点に
ついては別にナイトロミンのみを注入した対照実瞼で第5
表の即く，　注入後1～2週目にやや波高の低下をみる事と
考え合わせて，なお追求すべき問題を含むと考える。
　しかし何れにしてもナイトロミンの場合にはP反慮の
陽性であったものは遂には死亡し，治癒したものは割合早
く陰性化したことより，P反慮のもつ予後診断上の意義を
高く評債したい。
　次ぎにウレタン療法の効果については吉田6）もい5如く
ナイ］・ロミンの時ほど顯著な細胞学的変化は見られず，同
時にP配慮は漸次上昇を示したまま何れも死亡した。
3）吉田：日本臨床11，276（昭28）．
4＞小林1癌43，324（1952）．
5）田坂・他＝癌43，314（1952）．
6）吉田：吉田肉腫182（昭24）．
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　第5表　ナイトロミン軍独注入のP反
　　　　　　雁iに與：える影響
ナイトロミン注入
　　　；
No
1
2
Pw
WI
WII
Wl
WII
前
23一　．0
25．5
24．5
26．0
?14
ﾚ
???
9．5
12．0
19．0
20．0
16D
17．0
ユ4．0
17．0
21日128日
目　1目
　　，
18．0
19．0
17．0
17．5
15．0
15．5
16．0
16．5
?49
ﾚ
?42
ﾚ
?35
ﾚ
20．0
21．0
27．0
27．5
23．0
24．5
23．5
24．0
20．0
23．0
25．0
26．5
韓帰
生
存
生
存
　zルヒチン治療の効果については吉田7）は腫瘍細胞の大
牛は失われるが，必らず少数の破壊を免れて残る細胞があ
り，動物の生存日数は延長するが増殖の再開によって遂に
は死亡するといっている。私の極めて少ない実瞼例ではあ
るが2例とも3週彫目まで生存し，やや生命の延長をみた
が腫瘍細胞は逐次減少し乍らも完全治癒に至らず，同噂に
P反慮はこれを忠実に指示し終始陽性のまま死亡した。
　次ぎにレ線照射の吉田肉腫に興える影響を観察したとこ
ろでも，私の照射條件で腫瘍紬胞の減少．は認めらオしたが，
P反慮の陰性となる場合は無く，何れも遂には死亡した。
山田8）はレ線照射有効時には腹水腫瘍細胞障碍像は比較的
軽度であるにもかかわらず，好中球，軍帽，淋巴球等の遊
出が高度且っ持続的で，レ線照射の治療効果については腫
瘍効細胞えの直接作用の他に炎症性反慮の関與も重要であ
るといっている。私の場合も腫瘍組胞の減少に俘ない炎症
性細胞の増加を見たが，既述のナイトロミン等注入時の範
囲を出ず，炎症反慮の凌駕によりP反磨が陽性持続した
とは考えられない。最終的には全例が腫瘍白体のために死
亡したところでも明かである。
　結局今回の実験範囲に関する．限り，吉田肉腫の治療成績
はナイ1・ロミンが最も効果的であり，P反応はその帰趨を
忠実に物語つた。
結 論
　前門に引き績いて，P二男の予後判定上の評慣
を目的として，各種化学製剤及びレ線の吉田肉腫
に，與える抑制効果を糸lil胞学的，並びにP的に観察
した。即ちナイトロミン投射によってのみ治癒の
口的を達し得，P反鷹はこの場合陰性となった。
　大休，発育抑制時にはP反慮の陽性度も低下
するが，完全治癒を営まぬ限りは陽性を持続し，
予後判定の指針として極めて鋭敏である。
　　　　　　　　　　　　　　　　（ll召禾029．5．　19受付う
Summary
　　In　addition　to　the　last　paper，　polarographical　reaction　was　evaluated　as　a　prognostic
aid．　ln　this　paper，　suppressive　effects　of　several　chemicals　and　of　X－ray　on　Yoshida－
sarcoma　were　studied　cytologically　as　well　as　polarographically．　ln　short　it　was　noted
that　a皿ong　the　abo▽e　agents，　nitro皿in　was　an　only　agent　which　could　supPress　the
tumor，　and　that　polarographical　reaction　was　then　revealed　to　turn　negative．
　　In　genera1，　though　the　polarogra皿declined　when　the　growth　of　the　tumor　is　being
suppressed，　it　continues　to　be　positive　until　the　tumor　co皿pletely　disappeared．　In　this
respect，　this　reaction　皿ay　be　recognized　as　a　significarit　progn6stic　aid．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　19，　1954）
7）吉田：吉田肉腫171（昭24）． 8）山田：和歌山医学2，5（昭26）．
